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甲状腺がんとヨウ素摂取

出典：Cardis et al., JNCI,  97, 724, 2005

安定ヨウ素剤

１グレイ（Gy）での相対リスク※

（95%信頼区間）

土壌中ヨウ素
濃度が高い地域

土壌中ヨウ素
濃度が低い地域

投与なし 3.5
（1.8-7.0）

10.8
（5.6-20.8）

投与あり 1.1
（0.3-3.6）

3.3
（1.0-10.6）

原発事故由来の 
内部被ばくによる発がん 

※相対リスクとは、被ばくしていない人を1としたとき、被ばくした人のがんリスクが
 何倍になるかを表す値です。

　この表のように、ヨウ素が足りない地域では、１グレイ当たりの甲状腺がんの相対
リスクが約３倍に増加するという報告もあります。チェルノブイリ周辺地域は内陸に
位置しており、周辺に海がないため、土壌中のヨウ素濃度が低い地域です。また、ヨ
ウ素を多く含む海藻や海の魚を食べる習慣がなく、日本とは食生活が異なります。
　日本は、全体的にチェルノブイリ周辺地域より土壌中のヨウ素濃度が高い上、ヨウ
素の摂取量が海外諸国に比較して多いということもあり、このような海外でのデータ
がそのまま当てはまるわけではありません。

本資料への収録日：平成 25 年３月 31 日
改訂日：平成 27 年３月 31 日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成27年度版）」 第3章 放射線による健康影響 




